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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年2月19日(2009.2.19)

【公開番号】特開2006-298898(P2006-298898A)
【公開日】平成18年11月2日(2006.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2006-043
【出願番号】特願2005-374977(P2005-374977)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 209/86    ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６４５　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月25日(2008.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で示されるカルバゾール誘導体。

【化１】

（式中、Ｒ11及びＲ13は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、ｎ―プロピル基、ｎ―
ブチル基、ｎ―ヘキシル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、フェニル基、４
―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―アントリル基、９―フェナン
トリル基、１―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フルオレニル基、スピロ―９，９
’―ビフルオレン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオロフェニル基
、３－フルオロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８―キノリル基
、３―キノリル基、ベンジル基、アセチル基、ベンゾイル基、プロピオニル基のいずれか
を表し、
　Ａｒ11は、フェニル基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―
アントリル基、９―フェナントリル基、１―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フル
オレニル基、スピロ―９，９’―ビフルオレン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル
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基、２－フルオロフェニル基、３－フルオロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―
ピリジル基、８―キノリル基、３―キノリル基のいずれかを表し、
　Ｒ12及びＲ14は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、ｉｓｏ－プロピル基、ｔｅｒ
ｔ－ブチル基、フェニル基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基のい
ずれかを表す。）
【請求項２】
　請求項１において、Ｒ11またはＲ13の少なくとも一方は、フェニル基、４―ビフェニリ
ル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―アントリル基、９―フェナントリル基、１
―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フルオレニル基、スピロ―９，９’―ビフルオ
レン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオロフェニル基、３－フルオ
ロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８―キノリル基、３―キノリ
ル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項３】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、フェニル基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル
基、２―ナフチル基、９―アントリル基、９―フェナントリル基、１―ピレニル基、９，
９’―ジメチル―２―フルオレニル基、スピロ―９，９’―ビフルオレン―２―イル基、
ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオロフェニル基、３－フルオロフェニル基、４－
フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８―キノリル基、３―キノリル基であることを特
徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項４】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、フェニル基、ビフェニル基のいずれかであること
を特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項５】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、フェニル基、Ｒ12及びＲ14は、水素、Ａｒ11は、
フェニル基、ナフチル基のいずれかであることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項６】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、ビフェニル基、Ｒ12及びＲ14は、水素、Ａｒ11は
、フェニル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項７】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、フェニル基、Ｒ12及びＲ14は、水素、Ａｒ11は、
ナフチル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項８】
　請求項１において、Ｒ11及びＲ13は、フェニル基、Ｒ12及びＲ14は、水素、Ａｒ11は、
フェニル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項９】
　請求項１において、Ｒ14は下記一般式（２）で示されるカルバゾール誘導体。
【化２】

（式中、Ｒ11、Ｒ13及びＲ15は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、ｎ―プロピル基
、ｎ―ブチル基、ｎ―ヘキシル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、フェニル
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基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―アントリル基、９―フ
ェナントリル基、１―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フルオレニル基、スピロ―
９，９’―ビフルオレン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオロフェ
ニル基、３－フルオロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８―キノ
リル基、３―キノリル基、ベンジル基、アセチル基、ベンゾイル基、プロピオニル基のい
ずれかを表し、
　Ａｒ11及びＡｒ12は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、フェニル基、４―ビフェ
ニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―アントリル基、９―フェナントリル基
、１―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フルオレニル基、スピロ―９，９’―ビフ
ルオレン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオロフェニル基、３－フ
ルオロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８―キノリル基、３―キ
ノリル基のいずれかを表し、
　Ｒ12及びＲ16は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、ｉｓｏ－プロピル基、ｔｅｒ
ｔ－ブチル基、フェニル基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基のい
ずれかを表す。）
【請求項１０】
　請求項９において、Ｒ11、Ｒ13及びＲ15は、それぞれ同一でも異なっていてもよく、フ
ェニル基、４―ビフェニリル基、１―ナフチル基、２―ナフチル基、９―アントリル基、
９―フェナントリル基、１―ピレニル基、９，９’―ジメチル―２―フルオレニル基、ス
ピロ―９，９’―ビフルオレン―２―イル基、ｍ―トリル基、ｐ―トリル基、２－フルオ
ロフェニル基、３－フルオロフェニル基、４－フルオロフェニル基、２―ピリジル基、８
―キノリル基、３―キノリル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項１１】
　請求項９において、Ｒ11、Ｒ13及びＲ15は、フェニル基、ビフェニル基のいずれかであ
ることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項１２】
　請求項９において、Ｒ12、Ｒ16は水素、Ｒ11、Ｒ15はフェニル基、Ｒ13はビフェニル基
、Ａｒ11及びＡｒ12は、フェニル基、ナフチル基のいずれかであることを特徴とするカル
バゾール誘導体。
【請求項１３】
　請求項９において、Ｒ12、Ｒ16は水素、Ｒ11、Ｒ15はフェニル基、Ｒ13はビフェニル基
、Ａｒ11及びＡｒ12は、ナフチル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
【請求項１４】
　請求項９において、Ｒ12、Ｒ16は水素、Ｒ11、Ｒ15、Ｒ13、Ａｒ11及びＡｒ12は、フェ
ニル基であることを特徴とするカルバゾール誘導体。
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